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城南宮は、平安遷都の折、都の南に守護神として創建された、1200年余りの歴史を持つお社
です。古来、方角の災いを除く方除の神社、また旅行安全・交通安全の神様として篤く信仰さ
れています。現在も新居を構える際に、その安全と夫婦円満を、また新婚旅行の安全を祈願す
る方が絶えません。
そして平成8年、ご創建1200年を記念し、平安貴族の寝殿造りを採り入れた優美な神楽殿が

完成いたしました。三方を大きな窓に囲まれ、木漏れ日が差し込む明るい建物で、雅やかな曲
水の宴が執り行われる平安の庭の池水に臨んで建っています。どうぞ晴れの結婚式を城南宮で
お挙げになり、神様のご加護を受けて新たな一歩を踏み出してください。



式 場 寝殿造りの神楽殿。
お式では巫女が鈴の音をさやさやと打ち鳴らしてお神楽を舞います。

参列者人数 ご両家それぞれ１５名様まで、あわせて３０名様までご参列出来ます。
挙 式 料 金８万円をお供えください。

※打合せにお越しの際にご持参ください。



挙式の開始は、始まりは１０時から最終の開始が１５時からです。ゆったりと式を挙
げて頂けるよう、一日２組までを原則としています。
詳しい開始時間は、お問い合わせ下さい。



控 え 室 斎館もしくはむすび殿。控え室のご利用時間は、挙式開始時間の１時
間前から２時間です。挙式時刻の３０分前までにご集合ください。
昆布茶の用意がございます。

写真は、斎館控え室



お申し込み 挙式６ヶ月前より２ヶ月前まで受付しています。
受入れ可能月は、４月・５月・６月・１０月・１１月です。
上記のうち、祭典行事などで受け入れ出来ない場合があります。
お問い合わせの上、式場の空き状況をご確認ください。



そ の 他 ＊着付けのお部屋のご用意はございませんので、お衣装はお召し替え
の上、お越しください。

＊披露宴会場の設備はございません。お衣装や写真撮影・送迎なども、
ご自身でご手配ください。

＊挙式お申し込み後、式の作法などをご説明いたしますので、日時の
ご予約の上、打合せにご来社ください。



〔
式
次
第
〕

一
、
修

祓

一
同
起
立

一
、
斎
主
一
拝

一
同
起
立
、
拝
礼

一
、
献

饌

一
、
祝
詞
奏
上

一
同
起
立

一
、
夫
婦
固
め
の
盃
の
儀

一
、
誓
い
の
言
葉
奏
上

一
、
結
婚
指
輪
の
交
換

一
、
神
楽
奉
奏

一
、
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

一
同
起
立
、
拝
礼

一
、
親
族
固
め
の
盃
の
儀

一
、
斎
主
一
拝

一
同
起
立
、
拝
礼



式次第と所作の解説

御神前

新婦 新郎

玉串案
神職

新
婦
方
親
族

新
郎
方
親
族



一
、
入

場

〔
開

式
〕

し
ゅ
ば
つ

一
、
修

祓

一
同
起
立

さ
い
し
ゅ
い
っ
ぱ
い

一
、
斎
主
一
拝

一
同
起
立
、
一
礼

け
ん
せ
ん

一
、
献

饌

の
り
と
そ
う
じ
ょ
う

一
、
祝
詞
奏
上

一
同
起
立

ふ
う
ふ
か
た

さ
か
ず
き

一
、
夫
婦
固
め
の
盃
の
儀

そ
う
じ
ょ
う

一
、
誓
い
の
言
葉

奏
上

一
、
結
婚
指
輪
の
交
換

か
ぐ
ら
ほ
う
そ
う

一
、
神
楽
奉
奏

た
ま
ぐ
し

た
て
ま
つ

一
、
玉
串
を
奉
り
拝
礼

一
同
起
立
、
拝
礼
（

二
礼

二
拍
手

一
礼

）

か
た

さ
か
ず
き

一
、
親
族
固
め
の
盃
の
儀

さ
い
し
ゅ
い
っ
ぱ
い

一
、
斎
主
一
拝

一
同
起
立
、
一
礼

〔
閉

式
〕

（
親
族
の
紹
介
）

一
、
退

場

以

上

※

所
用
時
間
、
約
四
十
分
。

※

所
作
に
つ
い
て
は
挙
式
中
、
そ
の
都
度
神
職
と
巫
女
が
ご
案
内
致
し
ま
す
。

※

式
次
第
の
中
で
、
閉
式
後
に
「
親
族
の
紹
介
」
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
事
前
に
お
打
ち
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
式
次
第
》



新
郎
新
婦
は
じ
め
参
列
者
が
整
列
し
、
神
楽
殿
へ
入
場
し
各
自
の
席

に
着
き
ま
す
。

神
職
が
開
式
を
告
げ
ま
す
。

神
職
が
祓
い
詞
を
奏
上
し
ま
す
。
奏
上
の
間
は
、
新
郎
新
婦
・
参
列

者
は
起
立
し
、
頭
を
お
下
げ
く
だ
さ
い
。
続
い
て
、
お
祓
い
す
る
際

も
起
立
し
、
頭
を
お
下
げ
く
だ
さ
い
。

入

場

開

式

修

祓

《

式

次

第

の

所

作

解

説

》



神
職
が
中
央
に
進
み
、
神
前
に
向
か
い
一
拝
し
ま
す
の
で
、
新
郎
新

婦
・
参
列
者
は
起
立
し
、
神
職
に
合
わ
せ
て
一
礼
し
て
く
だ
さ
い
。

斎
主
一
拝

神
職
が
神
前
に
お
供
え
物
を
献
じ
ま
す
。
（
着
席
の
ま
ま
）

神
職
が
神
前
に
て
祝
詞
を
読
み
上
げ
、
新
郎
新
婦
の
結
婚
を
奉
告
し
、

末
永
い
幸
福
を
祈
り
ま
す
。
奏
上
の
間
は
、
一
同
起
立
し
、
頭
を
お

下
げ
く
だ
さ
い
。

献

饌

祝
詞
奏
上



新
郎
新
婦
が
三
三
九
度
の
盃
を
酌
み
交
わ
し
ま
す
。
新
郎
新
婦
は
起

立
し
、
巫
女
が
す
す
め
る
小
・
中
・
大
の
盃
を
順
に
手
に
取
り
ま
す
。

注
が
れ
た
御
神
酒
を
三
口
で
飲
み
干
し
ま
す
。

巫
女
が
差
し
出
す
小
の
盃
を
新
郎
が
受
け
、
御
神
酒
を
飲
み
、
盃
を

巫
女
に
返
し
、
続
い
て
新
婦
が
そ
の
盃
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
に
中
の
盃
を
新
婦
が
飲
み
、
続
い
て
新
郎
が
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ら
に
大
の
盃
を
新
郎
が
受
け
、
続
い
て
新
婦
が
い
た
だ
き
ま
す
。

※
お
酒
の
苦
手
な
方
は
、
口
を
つ
け
る
程
度
に
留
め
て
も
よ
い

夫
婦
固
め

の
盃
の
儀



新
郎
新
婦
は
揃
っ
て
席
を
起
ち
、
神
前
正
面
に
進
み
、
神
前
に
向
か

い
一
礼
し
ま
す
。

新
郎
が
懐(

ふ
と
こ
ろ)

よ
り
「
誓
詞
（
せ
い
し
）

」
を
取
り
出
し
、
誓
詞
を
包

む
上
紙
を
は
ず
し
ま
す
。
は
ず
し
た
上
紙
は
前
の
案
（
机
）
に
置
い

て
、
中
の
巻
紙
を
広
げ
、
書
か
れ
た
「
誓
い
の
言
葉
」
を
読
み
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
新
郎
、
新
婦
の
順
に
名
前
を
言
い
ま
す
。
奏
上
後
の

誓
詞
は
元
通
り
に
上
紙
に
戻
し
、
案
の
上
に
置
き
ま
す
。
。
そ
の
後

揃
っ
て
神
前
に
一
礼
し
ま
す
。

※

誓
詞
は
挙
式
当
日
に
お
渡
し
致
し
ま
す

『

誓
い
の
言
葉

私
た
ち
は
、
今
日
の
良
き
日
に
城
南
宮
の
大
神
様(

お
お
か
み
さ
ま)

の
大
前

(

お
お
ま
え)

で
、
結
婚
式
を
執(
と)

り
行
い
ま
し
た
。
常
に
大
神
様(

お
お
か
み
さ

ま)

の
ご
加
護(

か
ご)

に
感
謝
し
、
互(

た
が)

い
に
敬(

う
や
ま)

い
慈(

い
つ
く)

し
み
、

心
を
一(

ひ
と)

つ
に
し
て
助
け
合
い
、
あ
た
た
か
い
家
庭
を
築
い
て
、

広
く
社
会
に
貢
献(

こ
う
け
ん)

す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

令
和
○
年
○
月
○
日

城
南

太
郎
・
花
子

』

誓
い
の

言
葉
奏
上

〔
誓
詞
〕



誓
い
の
言
葉
を
奏
上
し
た
後
、
そ
の
場
で
指
輪
の
交
換
を
行
い
ま
す
。

新
郎
新
婦
は
互
い
に
向
き
合
い
、
先
ず
新
郎
が
新
婦
の
左
手
薬
指
に

指
輪
を
は
め
、
次
に
新
婦
が
新
郎
の
左
手
薬
指
に
指
輪
を
は
め
ま
す
。

そ
の
後
、
揃
っ
て
神
前
に
一
礼
し
、
席
へ
戻
り
ま
す
。

※

お
席
へ
戻
る
際
は
、
互
い
に
向
き
合
う
よ
う
に
内
回
り
し
、

席
へ
と
お
戻
り
く
だ
さ
い

結
婚
指
輪

の
交
換



巫
女
が
神
前
で
祝
福
の
神
楽
を
舞
い
ま
す
。
（
着
席
の
ま
ま
）

新
郎
新
婦
は
起
立
し
、
巫
女
が
す
す
め
る
玉
串
（
紙
垂
を
取
り
付
け

た
榊
の
枝
）
を
受
け
取
り
、
神
前
正
面
へ
揃
っ
て
進
み
ま
す
。
正
面

の
案
（
机
）
の
前
に
立
ち
、
玉
串
を
供
え
て
二
礼
二
拍
手
一
礼
の
作

法
で
拝
礼
し
ま
す
。
そ
の
後
、
席
へ
戻
り
ま
す
。

※

席
へ
戻
る
際
は
、
互
い
に
向
き
合
う
よ
う
内
回
り
し
、

席
へ
と
お
戻
り
く
だ
さ
い
。

神
楽
奉
奏

玉
串
を

奉
り
拝
礼



①
右
手
で
榊
の
枝
の
つ
け
根
の
方
を
上
か
ら
持
ち
、
左
手
で

榊
の
枝
の
中
ほ
ど
を
下
か
ら
添
え
て
、
胸
の
高
さ
に
持
ち
ま

す
。
そ
し
て
、
新
郎
新
婦
は
玉
串
を
持
っ
て
神
前
へ
と
進
み
、

正
面
中
央
の
玉
串
案
（
机
）
の
前
に
並
ん
で
立
ち
、
神
前
に

向
か
い
一
礼
し
ま
す
。

②
次
に
玉
串
の
枝
先
が
上
に
な
る
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
に
立
て

ま
す
。
そ
し
て
左
手
を
下
げ
て
両
手
で
玉
串
の
つ
け
根
を
持

ち
ま
す
。

③
次
に
右
手
を
離
し
、
玉
串
の
つ
け
根
が
神
前
に
向
く
よ
う

に
時
計
回
り
に
半
回
転
さ
せ
、
右
手
で
玉
串
の
中
ほ
ど
を
下

か
ら
支
え
、
さ
ら
に
左
手
を
添
え
ま
す
。

④
次
に
二
人
揃
っ
て
一
歩
進
み
、
玉
串
の
つ
け
根
が
神
前
に

向
く
よ
う
に
両
手
で
玉
串
案
の
上
に
置
き
、
一
歩
下
が
り
ま

す
。

⑤
そ
し
て
二
礼
二
拍
手
一
礼
（
二
度

礼
を
し
、
二
度

手
を

打
ち
、
再
度
一
礼
を
す
る
）
の
作
法
で
拝
礼
し
ま
す
。
終

わ
っ
て
席
へ
戻
り
し
ま
す
。

親
族
固
め

の
盃
の
儀

斎
主
一
拝

閉

式

巫
女
が
新
郎
新
婦
を
は
じ
め
、
親
族
参
列
者
全
員
の
盃
に
御
神
酒
を

注
ぎ
ま
す
。
全
員
に
行
き
渡
る
と
神
職
の
発
声
で
皆
様
が
一
斉
に
御

神
酒
を
い
た
だ
き
ま
す
。

神
職
が
中
央
に
進
み
、
神
前
に
向
か
い
一
拝
し
ま
す
の
で
、
新
郎
新

婦
は
じ
め
一
同
も
起
立
し
、
合
わ
せ
て
一
礼
し
て
く
だ
さ
い
。

神
職
が
閉
式
を
告
げ
ま
す
。

※

親
族
紹
介
を
行
う
際
は
、
は
じ
め
に
新
郎
方
の
代
表
が
、

続
い
て
新
婦
方
の
代
表
が
順
に
紹
介
を
行
い
ま
す
。
上



退

場

新
郎
新
婦
様
の
門
出
を
お
祝
い
し
、
参
列
者
の
祝
福
の
拍
手
の
中
を

お
進
み
く
だ
さ
い
。

※

巫
女
が
腰
掛
を
左
右
に
は
ず
し
ま
す
の
で
、
そ
の
間
を
互
い
に

向
き
合
う
よ
う
に
内
回
り
し
、
出
口
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

以

上



電車 地下鉄・近鉄 竹田駅下車④出口より市バス「城南宮東口」下車 徒歩３分
または、タクシーで５分。⑥出口より徒歩１５分。

お車 名神・京都南インターチェンジより国道１号を南へすぐ。
＊名神ご利用の方は京都南インターチェンジより国道１号を枚方方面へ降りてすぐ。
＊第二京阪道路をご利用の方は城南宮南出入口を降りてすぐ。



[境内図]

式場

事前打合せ場所

参列者駐車場

集合・控室

タクシー乗降場所



写
真
撮
影
に
関
し
て

※

式
次
第
の
内
、
赤
色
で
記
し
た
部
分
が
撮
影
可
能
で
す
。

そ
の
他
で
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
参
列
者
・
・
・
自
席
よ
り
着
席
の
ま
ま
ご
撮
影
く
だ
さ
い
。

※

業
者
・
・
・
・
㈠
御
殿
の
左
側
の
親
族
席
の
後
方
よ
り
ご
撮
影
く
だ
さ
い
。

㈡
撮
影
に
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

㈢
係
員
の
指
示
に
従
い
、
進
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

《
式
次
第
》

一
、
入

場

〔
開

式
〕

し
ゅ
ば
つ

一
、
修

祓

一
同
起
立

さ
い
し
ゅ
い
っ
ぱ
い

一
、
斎
主
一
拝

一
同
起
立
、
一
礼

け
ん
せ
ん

一
、
献

饌

の
り
と
そ
う
じ
ょ
う

一
、
祝
詞
奏
上

一
同
起
立

ふ
う
ふ
か
た

さ
か
ず
き

一
、
夫
婦
固
め
の
盃
の
儀

そ
う
じ
ょ
う

一
、
誓
い
の
言
葉

奏
上

一
、
結
婚
指
輪
の
交
換

か
ぐ
ら
ほ
う
そ
う

一
、
神
楽
奉
奏

た
ま
ぐ
し

た
て
ま
つ

一
、
玉
串
を
奉
り
拝
礼

一
同
起
立
、
拝
礼
（

二
礼

二
拍
手

一
礼

）

か
た

さ
か
ず
き

一
、
親
族
固
め
の
盃
の
儀

さ
い
し
ゅ
い
っ
ぱ
い

一
、
斎
主
一
拝

一
同
起
立
、
一
礼

〔
閉

式
〕

一
、
退

場

以

上



お問合せは、城南宮（ 075-623-0846）までご連絡ください。
城南宮 〒612-8459 京都市伏見区中島離宮町７番地

https://www.jonangu.com/


